
※この履歴書は給料を決定するための重要な資料となります。以下の注意事項をよく読んで、ご記入くだ
さい。  

【注意事項】  

１ 学歴欄について 
①小学校から最終学校まで全部記入し、専修・各種学校についても記入してください。  
②夜間・通信学校の場合はその旨を記入してください。  

２ 所有教員免許状欄は、「小１種」、「高専修（地歴公民）」のように記入してください。  
３ 履歴欄について 
①最終学校卒業の日から現在までの経歴について、古い順に、和暦ですべて記入してください。  
ただし、高等学校卒業の日からの経験及び在学中の職歴等についても記入してください。  

②教員の履歴は、学校名と、常勤講師・非常勤講師・本採用の別を記入してください。  
③非常勤講師の場合は一週間当たりの出勤日数と一週間の合計勤務時間数を記入してください。  
④非常勤講師を２つ以上掛け持ちの場合は、それぞれに勤務した曜日を記入してください。  
⑤スクールサポーターや学級支援員等の場合は、一週間当たりの出勤日数と一週間の合計勤務時間数
と、授業に携わっているかどうか記入してください。  

⑥民間会社の履歴は、会社名、その職種、正式採用、パート等の別を記入してください。  
⑦無職の期間は、「在家庭」としてください。  

４ 賞罰欄は、有無を○で囲み、有の場合は、年月日・事項等を具体的に記入してください。  
５ 記載事項が事実と相違する場合は、任用後においてもその任用を取り消すことがあります。  

 
 
 
 

 学校番号  

           履  歴  書  

 

 

 

 

 

 

 

        以下の太線で囲まれた項目を記入してください。 

学 校 名  

任用理由  欠員・産休・育休・病休・休職・研修・初任研   

職  名  講師・養教・実習助手・寄宿舎指導員・臨時主事・臨時技師  

職  番  

期  間       年  月  日～  年  月  日 

  ふりがな 

 

 氏  名 

 生年月日  （昭・平）      年   月   日  性別   男・女   

旧 氏 名  

 現 住 所  〒     － 

                                               ＴＥＬ    （      ） 

 
 
 
 
 学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 歴 

学         校 課程・学部・ 
学科名 

修  業  期  間  卒 業 ・ 卒 業 見 込 ・ 修 了 ・ 中 退   
（※学年を記入し、○で囲む） 

                    小学校                   
     年  月～  年  月 

卒        業 

                    中学校               

     年  月～  年  月 
     年  月～   年  
月 

卒        業 

                  高等学校                  

     年  月～  年  月  
         
      年  月～   年  
月 

 第  学年 卒 ・ 修 ・ 中      

               

     年  月～  年  月 
     年  月～   年  
月 

 第  学年 卒 ・ 卒 見 ・ 修 ・ 中   

                   

     年  月～  年  月  
        
      年  月～   年  
月 

 第  学年 卒 ・ 卒 見 ・ 修 ・ 中   

               

     年  月～  年  月 
     年  月～   年  
月 

 第  学年 卒 ・ 卒 見 ・ 修 ・ 中   

   最終学校区分（卒業見込含む） 

   （○で囲む） 

  博士課程修了、修士課程修了、４年制大学卒、３年制短大卒、２年制短大卒    

  高校卒、その他（具体的に                                                  ）   

     所有教員免許状 

・ (臨時免許状は臨と朱書のうえ、 

 取得年月日を記入すること) 

・ （  ）内には教科名又は領域名を 

 記入してください。 

幼 稚 園 

教    諭 

小 学 校 

教    諭 

中 学 校 

教    諭 

高等学校 

教    諭 

特別支援 

学校教諭 
養護教諭 栄養教諭 栄養士 

   

 

 

(        ) 

 

(        ) 

 

(        ) 

 栄養１種 登録年月日 

R２．３．３１ 

  
       県内の公立学校(市岐商・関商工全日制除く)で常勤講師の経験がある方は、 

   最終勤務校の職員番号を記入してください。 
      

 
 

裏面に、履歴欄、賞罰欄、署名欄がありますので、上記の注意事項をよく読んで漏れのないように記入し
てください。   

 

 

和暦で正確に記入 

入学・卒業年の「早見表」を使

うと便利。 

何年、卒業か中退か等を○

で囲む。 

ここも ○ で囲む。 

臨時技師は必ず記入を。 

小専修 
中1種 

数 学 



履 歴 欄 （不足の場合はコピーして記入してください。） 

自 至 履歴事項 発令庁 

＜記入例＞ 
Ｈ31年 4月 1日 

R1年 9月30日 株式会社□□製作所 アルバイト  
株式会社 

□□製作所 

R1年10月 1日 R5年 3月31日 在家庭  

R5年 4月 1日 R5年 9月30日 
△△小学校 非常勤講師 

(週３日週９ｈ 月水木) 岐阜県教育委員会 

R5年10月 1日 R6年 3月31日 ○○小学校 常勤講師 岐阜県教育委員会 

 

平成29年4月1日 平成30年3月30日 
岐阜市立清流小学校 常勤講師 岐阜県教育委員会 

平成30年3月31日 平成31年4月15日 在家庭  

平成31年4月16日 令和2年11月30

日 

本巣市立淡墨中学校  非常勤講師  

（週4日、週12時間勤務）  

 

令和2年12月1日 令和3年3月31日 信長運輸 アルバイト ドライバー  

週5日20時間 社保未加入 

 

令和4年4月1日 令和7年1月31日 居酒屋「天下布武」 正社員  

令和7年2月1日  年 月 日 在家庭  

 年 月 日  年 月 日   

 年 月 日  年 月 日   

 年 月 日  年 月 日   

 年 月 日  年 月 日   

年 月 日 年 月 日   

年 月 日 年 月 日   

年 月 日 年 月 日   

年 月 日 年 月 日   

年 月 日 年 月 日   

年 月 日 年 月 日   

年 月 日 年 月 日   

年 月 日 年 月 日   

年 月 日 年 月 日   

年 月 日 年 月 日 
 

 

年 月 日 
年 月 日   

年 月 日 年 月 日 
  

賞罰の有無 
有 ・ 無 

（○で囲む） 

年 月 日 事  項 発令庁 

   

上記のとおり相違ありません。    ※この欄は必ず記入してください。 
 
     年  月  日                               氏名         
                        
                                                                      （自筆署名） 

  

教員（公務員を含む）の勤務歴が 

ある場合は辞令書の写しが必要です。 

民間会社に勤務歴がある場合は、在職証明が

必要です。在職証明がない場合、または証明

が不十分な場合は、給与裁定に加算すること

ができません。 

非常勤講師の場合は、一週間当たりの

出勤日数と一週間の合計勤務時数を記

入します。 

賞罰がなければ、「無」を○で囲ってください。 

自筆署名です。 

押印は不要。 

別紙「履歴書作成時の注意事項」を熟読 

・期間は全て和暦で記入 

・年月日は正確に。１日の空白もないように、十分に確認 

・民間企業は、企業名、雇用形態（正社員かアルバイトか 

パートか）、業務内容を記入。正社員以外については、 

１週間の勤務日数、１週間の勤務時間数、社会保険加入の 

有無を記入。 


